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町
の
イ
ベ
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参
加
し
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ベ
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懐
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ザ
ー
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す
。
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日
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方
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ザ
ー
ズ
用
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
演
奏
し
て
い
ま
す
。
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さ
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。
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人口が減少しても人口が減少しても活力活力があり、町民一人ひとりががあり、町民一人ひとりが

　　　　　　　　　生きがいを持てる　　　　　　　　　生きがいを持てる持続可能持続可能なまち　　　に向かっなまち　　　に向かって・・・・・て・・・・・

齋藤町長齋藤町長

　施政方針演説　施政方針演説

①令和３年度策定予定の主要な計画
●10年後のまちの姿を見据えた新しい視点でのまちづくりを進めます。
●ＤＸ(デジタルトランスフォーメーション)を推進し行政改革や組織機構改革等
　に取り組みます。
●第２期会津坂下町まち・ひと・しごと創生総合戦略
●第３次会津坂下町行政経営改革プラン
●会津坂下町国土利用計画及び会津坂下町国土強靭化計画
●会津坂下町地域防災計画及び会津坂下町水防計画

②新型コロナウイルス感染症対策
●65歳以上の高齢者のワクチン接種について、迅速な開始に向け準備を進めます。

③国保事業
●新型コロナウイルス感染症の影響により、診療控えが見られるなど医療費全体
　が減少しました。令和３年度もその傾向は続くものと予想します。国・県と連
　携を密にし、事業の適正運営を図ります。

④介護保険事業
●「みんながつながる生きがいのある健康長寿社会」を基本理念とし、令和３年
　度から令和５年度までの３年間を計画期間とする、第８期高齢者福祉計画・介
　護保険事業計画を策定しました。
●地域で高齢者を支え合うしくみづくり、高齢者が可能な限り住み慣れた地域で、
　自立した日常生活を営めるよう支援していきます。

３
月
４
日
か
ら
17
日
ま
で
の
14
日
間
、
町
長
よ
り
条
例
11
件
、
予
算
16
件
、
そ
の
他
４
件
、
合
計
31
議
案
が
提
出
さ

れ
、
全
て
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
２
件
、
陳
情
１
件
が
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
請
願
２
件
を
採
択
し
、

陳
情
に
つ
い
て
は
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
２
件
も
可
決
し
ま
し
た
。

３
月
議
会

あらまし
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人口が減少しても人口が減少しても活力活力があり、町民一人ひとりががあり、町民一人ひとりが

　　　　　　　　　生きがいを持てる　　　　　　　　　生きがいを持てる持続可能持続可能なまち　　　に向かっなまち　　　に向かって・・・・・て・・・・・

⑤建設行政

●橋梁整備事業・・・橋梁長寿命化修繕計画に基づき、長井橋の修繕工事のほか14橋の定期点検
　　　　　　　　　　を進めます。
●下水道整備事業・・坂下中央処理区において約1.4㎞、坂下西処理区において約270ｍの管渠埋
　　　　　　　　　　設工事を進めます。

⑥農業行政

●米政策・・・・「米づくり」にこだわり、農家所得の確保を最優先課題に位置付け、政府備蓄
　　　　　　　米と飼料用米の作付を生産調整の大きな柱として水稲作付による需給調整推進
　　　　　　　を図っていきます。

●林業政策・・・令和元年度に策定した年次計画に基づき、令和３年度も勝方・大村地区周辺の
　　　　　　　森林整備を実施予定です。

⑦教育行政

●ＧＩＧＡスクール構想に基づくＩＣＴ環境の整備については、小中学校へのタブレット端末等
の機器は全て納品済みとなり、各種設定作業を進めています。

●新型コロナウイルス感染症のリスクを可能なかぎり低減したうえで、今後も保護者の協力を得
ながら教育活動を実施していきます。

⑧子育て支援

●令和３年度の保育施設入所者について、待機児童がゼロで迎えられる予定です。
●子供のためになる、切れ目のない子育て支援を継続して行い、子育てに喜びを感じられ、子ど

もが心身ともに健やかに育つ町を目指します。
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３
月
議
会

★議案第３号「町長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例｣　
　町長は、給料月額の30％を減額、副町長及び教育長は給与月額の15％を減額する。実施期間は、町長
　の任期が令和３年６月15日をもって満了することから、令和３年4月１日から令和３年５月31日ま
　での２か月間とする。
★議案第12号「会津坂下町坂本コミュニティセンター条例を廃止する条例｣
　大沢区地内に町が所有する「坂本コミュニティセンター」を、会津坂下町公共施設総合管理計画にお
　ける町有財産の適正化方針により「集会所に類似する町有財産」を立地する行政区へ譲渡するため、
　その条例を廃止するもの。
★議案第13号「会津坂下町勤労者交流センター条例を廃止する条例｣
　朝立区地内に町が所有する「会津坂下町勤労者交流センター」を、会津坂下町公共施設総合管理計画
　における町有財産の適正化方針により、「集会所に類似する町有財産」を立地する行政区へ譲渡する
　ため、その条例を廃止するもの。

★議案第１４号「町道認定について｣
　①五浪美術記念館の北側を起点とし、町道「古坂下線」までのコの字型の幅員6.0ｍ、延長129.5m。
　②主要地方道「会津坂下・会津高田線」から町道「勝大線」を南方向へ約70ｍ地点を起点とし、町道
　　「中岩田2号線」までの幅員6.0ｍ、延長129.5m。
　③町道「勝大線」から町道「中岩田２号線」を西方向へ約20ｍ地点を起点とし、北方向へ延びる幅
　　員6.0ｍ、延長46.1m。
★議案第１５号「財産の無償譲渡について｣
　「会津坂下町坂本コミュニティセンター」を大沢区に無償で譲渡する。
★議案第１６号「財産の無償譲渡について｣
　「会津坂下町勤労者交流センター」を朝立区に無償で譲渡する。
★議案第３３号「工事請負契約の締結について｣
　工事請負契約の目的は「会津坂下町テレワークセンター建設工事」。
　入札の方法は、制限付一般競争入札総合評価方式特別簡易型です。
　契約の金額は、税込み9,680万円で、契約の相手方は、福島県河沼郡会津坂下町大字牛川
　字砂田565番地、マルト建設株式会社です。

主 な 提 出 議 案 の 内 容

★建設場所
　旧若宮幼稚園及び若宮コミュニティセンター用地（大字牛川字寿ノ宮地内）。

★工事概要
　木造平屋建て、延床面積297.28㎡。

★スケジュール
　旧若宮幼稚園を解体しテレワークセンターを新築し、引っ越し後に若宮コミュニティセンターを解体

　工事完了は令和３年９月末を予定しています。

議案第12号及び15号と、
議案第13号及び16号は

連動しているよ

テレワークセンターは・・・
コロナ禍でも密をさけて仕事が

できるように建設するよ。

会津坂下町テレワーク
　　　センター建設工事

条　　　　例

そ　 の　 他
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令和２年度会計補正予算の主な内容

審議案件に対する賛否の状況 （賛否が分れた議案）

特  別  会  計

一  般  会  計

件　　　　　　名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14

目
黒
　
克
博

蓮
沼
　
文
明

物
江
　
政
博

赤
城
　
大
地

横
山
　
智
代

渡
部
　
正
司

小
畑
　
博
司

佐
藤
　
宗
太

山
口
　
　
享

渡
部
　
順
子

五
十
嵐
一
夫

酒
井
　
育
子

青
木
美
貴
子

水
野
　
孝
一

議員提出議案第２号
学校における甲状腺検査の
継続に関する意見書の提出
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
議　
　

長

上記以外の議案は賛成全員で可決しました。　◯：賛成　×：反対　欠：欠席　議長は採決に加わりません

会　　計　　名 補　　正　　額 補　　正　　後 主な補正内容

一般会計補正予算
（第11号） ▲2,865万１千円 94億5,720万５千円

・新型コロナウイルスワクチ
　ン接種にかかる費用の増
・各種事業費の確定による
　増減

会　　計　　名 補　　正　　額 補　　正　　後
国民健康保険特別会計
補正予算（第４号） 751千円 19億17万円

介護保険特別会計補正予算
（第５号） 2,304千円 23億2,687万２千円

後期高齢者医療特別会計
補正予算（第２号） ▲876千円 １億9,438万６千円

下水道事業特別会計
補正予算（第５号） ▲935千円 ５億7,609万３千円

坂下東第一地区土地区画整理事
業特別会計補正予算（第５号） 1,886万２千円 ２億4,352万９千円

農業集落排水事業特別会計
補正予算（第５号） ▲1,238千円 7,090万８千円

水道事業会計補正予算
（第４号）

「水道事業収益」　  ▲610万円
「水道事業費用」▲284万8千円
「税抜当期純利益」　 ▲29万円

「水道事業収益」５億3,140万2千円
「水道事業費用」４億6,617万5千円
「税抜当期純利益」　5,885万3千円
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予
算特別委員会

令和３年度 当初予算　　　　   やっぱり“ばん  げがいい”と思えるまちにするため

積極的な予算積極的な予算

３
月
11
日
及
び
15
日
に
議
場
に
お
い
て
、
委
員
14
名
全
員
出

席
の
も
と
、
予
算
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
般

会
計
予
算
、
特
別
会
計
予
算
、
計
８
件
に
つ
い
て
審
議
を
行

い
、
全
て
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
及
び
東
京
電
力
第
一
原
子
力
発
電
所

の
原
発
事
故
か
ら
10
年
目
を
迎
え
、
午
後
２
時
46
分
に
黙
祷
を
捧
げ

ま
し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
ご
家
族
や
被
災
さ
れ
た
方
々
に
、
心
よ

り
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あらまし

黙　　祷

主な質疑・答弁内容

前年度より
前年度より

４４億億33,,000000万円万円増増

山口　享　委員長
全て全員賛成であり、議会と執行部が
一丸となり、財政健全化へしっかりと
取り組む姿勢の現れであったと思えま
した。

横山智代　副委員長
慎重かつ活発に審議がなされました。

一般会計予算について
質　問 答

①コロナ禍での町税収減による事業への影
　響は。

多少ありますが、臨時財政対策債を活用し
ていきます。

②町長の施政方針の中で今年度は業務改善
　等の行政改革や組織機構改革の年であり、
　組織機構の見直し状況等を見極めたうえ
　で12月の定例会までに示すとのことです
　が、現在構想の途中ではありますが、ど
　のような方針なのか伺う。

職員数、そして職員の男女の比率が問題と
なっており、近年採用した職員の６割が女
性です。将来の坂下町のために抜本的に考
えていかなければならない時期になってい
ると感じています。条例などの改正が伴う
ため、12月定例会までには案を示し翌年
４月から万全な組織体制で職務に専念した
いという考えです。

③獣害対策の予算は増えているが、電気柵
　の予算が少なく取り合いになるのではな
　いか。

　一部を囲っても他に被害が出る心配があ
　る。大規模な対策をしないと被害を防止
　することはできないと思うが、対策の方
　法について今後見直す考えはないのか。

一つの農家に対し上限１０万円の補助とし
て、令和３年度は５件分を計画しました。
行政区で行うような大規模な電気柵の設置
については、中山間や多面的事業を活用し
設置していただくことを基本とし、不足の
場合は補正予算で対応したいと考えていま
す。

町としても集落説明に伺い、対策の必要性
や方法について町の考えを伝えていますが、
集落単位での大規模な対策については、集
落の理解や協力がないと進めることが出来
ないのが現状です。今後、国・県補助事業
を活用した、集落ぐるみでの対策を推進し
ていきます。
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令和３年度 当初予算　　　　   やっぱり“ばん  げがいい”と思えるまちにするため

積極的な予算積極的な予算
7272億億5,0005,000万円万円

一般会計主な歳入　　　　　　　　　　　　一般会計主な歳出
★町　　　税　　14億1,234万９千円　　★新型コロナウイルス感染予防　　     6,805万9千円
★地方交付税　　30億1,862万円　　　　★子 育 て 支 援 ・ 教 育 関 係　　8億949万6千円
★地方交付税　　30億1,862万円　　　　★健 康 づ く り ・ 福 祉 の 充 実　  15億2,298万9千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★産 業 ・ 商 工 業 の 振 興　   4億6,087万円

質　問 答
④町営スキー場周辺施設管理運営委託料の内容につ
　いて伺う。
　
　町営スキー場は現在使用していないが、今後も使
　用していない施設について委託料を支払い続ける
　のか。

単年度契約で、国有地７９，８２９㎡分の賃借料と
民有地の所有者２名に対し支払っています。

現状復帰の返還が条件であり、リフトの撤去費用等
が高額のため、今後の財政状況を見ながら検討して
いきます。

⑤坂下厚生総合病院負担金についてどのように支払
　っていくのか。長期的計画があれば示して欲しい。

令和３年度から10カ年計画で返済予定です。令和３
年度は経過措置である過疎債を活用し１億１千700
万円を返済し、令和６年度までの財政健全化期間中
は２〜３千万円程度に抑え、その後残りを返済する
計画です。

⑥小学校費の備品購入費で対象となる学校名および
　学年を伺う。また、来年度以降も順次交換してい
　くのかも伺う。

令和３年度の小学校の備品購入費の机・椅子につい
ては、南小及び東小の新３年生100台及び新４年生
の114台を予定しています。新５・６年生分につい
ては、今後できるだけ早期に更新できるよう対応し
ていきます。

⑦ふるさと納税寄付金について、昨年度の最高額と
　件数及び１件当たりの平均納税額はどのくらいか。

最高額は３０万円が１件ありました。平均額は１万
４千円であり、寄付が一番多いのは１万円のコース
です。

⑧病児・病後児保育事業の今後の方向性について伺
　う。

ファミリーサポートの中で実施している形になって
いますが実績はありません。保護者へアンケートを
行ったところ、専門的なところに預けたいという要
望もありますが、自分や家族で診ますという回答が
多かったのも現状です。今後も関係機関と協議を継
続し、保護者の想いを大事にしながら子ども支援の
充実を図っていきたい。

国民健康保険特別会計について
質　問 答

①人間ドック助成金は坂下厚生総合病院以外も認
　めるべきではないか。

坂下厚生総合病院は新築移転されるので内容の充
実を図ります。

下水道事業特別会計について
質　問 答

①使用料・負担金の収入が、総務費と管理費とほ
　ぼ同額、職員経費まで賄われていない状況につ
　いて。

３年ごとに料金体系を見直しながら充足率を高め
ていきたい。
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渡部正司議員 佐藤宗太議員

　住民のための全ての事業にSDGsの考え方を活用
し、各事業の目的・目標を明確に示したステップを
高く評価します。指摘に一つ一つ真摯に取り組んだ
様子がわかります。明確な目標もなく緊縮一点張り
の印象だったこれまでの予算から脱却し、目的やあ
るべき姿を追うことを見据えた内容であると評価し
ます。

　町長就任当初から事業の取捨選択と学校の適正化
による地方債の返還を最重点とし、財政の健全化、
人口減少、子育て環境の充実などソフト事業に重き
を置き、過疎対策に取り組み、振興計画で示された
予算になっている。財政厳しい中、今年度末には基
金の増加や地方債残高の減少と明るい兆しが現れて
おり、引き続き活力あるまちづくりに頑張る事を強
く要望し賛成討論とします。

　『財政健全化』とともに『コロナ対策』に努めら
れている中、非常に難しい予算編成だったのではな
いかと思います。社会変化に対応した行政運営、行
政サービスの提供により、第６次会津坂下町振興計
画に掲げたまちの将来像へ向かって着実に進んでい
ただくことを要望し賛成します。

一　
　
　

般　
　
　

会　
　
　

計

No 事　　　　　業　　　　　名 繰り越し金額（千円） 完成予定
1 地域コミュニティセンター運営事業 4 , 0 7 0 令和３年６月
2 JR会津坂下駅公衆トイレ整備事業 2 1 , 0 0 0 令和３年６月
3 テレワークセンター整備事業 1 0 8 , 7 0 9 令和３年８月
4 立木観音公衆トイレ整備事業 1 6 , 1 2 9 令和３年６月
5 戸籍総合システム更新事業 6 , 4 9 0 令和３年４月
6 新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業 4 6 , 9 6 3 令和３年９月
7 農村地域防災減災事業 3 , 2 1 8 令和３年11月
8 ふくしま森林再生事業 4 6 , 4 7 3 令和３年７月
9 橋梁整備事業 3 2 , 8 9 0 令和３年７月

10 坂下東第一土地区画整理事業（一般会計繰出） 1 , 0 0 0 令和３年７月
11 公共下水道事業（一般会計繰出） 5 , 2 2 8 令和３年11月
12 農業施設災害復旧業務 1 0 , 0 0 0 令和３年11月

下 水 特 会 公共下水道事業 8 6 , 3 6 8 令和３年７月
坂下東特会 坂下東第一土地区画整理事業 1 9 , 5 5 0 令和３年７月

令和３年度へ繰り越しする事業

議案第17号『令和３年度  一般会計予算』

賛成

五十嵐一夫議員賛成

物江政博議員賛成

賛成

酒井育子議員賛成
　本案に対し賛成するものの、意見・要望を申し上
げます。坂下高校が大沼高校に統合となりますが、
令和３年度は統合の詳細が確定します。積極的に調
整にあたっていただきたい。町長退職金について廃
止減額の取り組みを、福島県内に会津坂下町から先
陣を切って発信していただきたかった。コロナの影
響で先行き不安ですが、夢と希望が膨らむ事業の執
行に取り組んでいただくよう希望します。

　財政健全化アクションプランに基づき、財政調整
基金の確保など町財政の健全化が着実に前進してい
ると感じます。厳しい財政状況にあっても、住民サ
ービスの維持・向上に努めていくことが重要であり、
当町の明るい未来が描けるよう、いっそうの努力と
創意工夫を要望し、賛成討論とします。

頑張れ！頑張れ！
　 会津坂下町‼　 会津坂下町‼

討
論
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横山智代議員 赤城大地議員

討 論請願について
　　私はこう考える

　刑事訴訟法とはそもそも、刑法を実現するための手
続法であることから、「犯罪が抑止された安心安全な
社会」を円滑に享受することができなくても刑事訴訟
法の意味をなさない。しかしながら刑事訴訟法におい
て再審の手続きに不透明な部分があるという声が一定
数ある以上、その是正を求めていくことは国民にとっ
て、町民にとって有意義であると考え、賛成の討論と
します。

　えん罪は国家による最大の人権侵
害の一つです。再審は無実でありな
がら罪に問われた人たちを救済する
最終手段です。えん罪被害者を一刻
も早く救済するためにも地方からも
声をあげる事が必要です。

請 

願 

第 

２ 

号

請 

願 

第 

１ 

号

請願・陳情の審査
受　理
年月日 件　　　　名 請願・陳情者氏名 紹介議員 付　託

委員会
審査
結果

請　願
第１号

令和３年
２月17日

国に対し、「再審法（刑事
訴訟法の再審規定）の改
正を求める意見書」の提
出を求める請願書

福島市舟場町3-26
日本国民救援会
福島県本部
会長　広田　次男

五十嵐一夫
小畑　博司

総務
産建 採択

請　願
第２号

令和３年
２月22日

学校における甲状腺検査
の継続に関する請願

河沼郡会津坂下町大字大
沖字上野1170-1
会津の大地と健康を考える会
会長　千葉　親子

佐藤　宗太
渡部　正司

文教
厚生 採択

陳　情
第１号

令和３年
２月22日

「江川綱弘いじめ事件再
調査」に関する陳情書

会津坂下町大字五ノ併字
田中丙91番地
江川　和弥

総務
産建

継続
審査

賛成 賛成

小畑博司議員 渡部正司議員
　請願の甲状腺検査については「過剰診
断」との意見があるが、診断は医師の裁量
です。発見された甲状腺がんの原因が被爆
ではないとするなら、そのエビデンスを確
立する上でも継続した検診が求められます。
結果的に検査を継続することは子どもたち
の健康の見守りに寄与するものです。

　県民健康調査の甲状腺検査は原発事故当
時18才未満だった方を対象に行われてお
り、この検査によって早期にガンが見つけ
られています。学校ごとの検査がなくなれ
ば受診者は少なくなってしまいます。これ
からも対象者を見守っていくには学校ごと
の検査の継続が必要です。

　この請願の論点は、各学校で行われてい
る集団甲状腺検査の実施であります。当初
は、県民の安全安心につながるものでした
が、10年が経過し、そのメリットが少な
く、被ばくの影響が評価できないほど線量
は低くなりました。
無症状の子どもたちを対象とする今の検査
は、過剰診断であります。当会津地区の学
校では、その必要がないものと判断し反対
といたします。

　事故当時の被ばく線量は今なお不透明で
あり、また影響の受け方も個人差がありま
す。そんな中、多くの子供たちが精神的に
不安をかかえています。子供たちの身体と
心の健康の為にも継続すべきです。

横山智代議員 山口享議員

賛成

賛成 反対

賛成
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　一般質問・・・議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針を聞き、疑問
　　　　　　　　点を質すこと。
　会津坂下町議会では質問答弁を含めて、１人５０分以内としています。

　第1回定例会では９人の議員が一般質問を行い、２日間にわたり活発な議論を展開しました。
質問と答弁を要約した内容は、11ページから15ページです。

質問議員（質問順序） 質　問　項　目 頁

１ 渡　部　正　司 １．町長のリーダーシップについて P 11

２ 五十嵐　一　夫

１．町長の政治姿勢を問う
２．東第一地区土地区画整理事業の抜本見直しについて
３．地区集会所建築に際し、補助を支出していますが、集会所の
　　用地の立地条件をどう考えているのか
４．ゴミ不法投棄対策として、ゴミ集積所に監視カメラの設置を

P 11

３ 物　江　政　博
１．除雪対策について
２．有害鳥獣対策について
３．交通行政について

P 12

４ 横　山　智　代
１．｢全世代型社会保障改革」に関して
２．介護保険について
３．福祉行政について

P 12

５ 蓮　沼　文　明
１．新年度に向けてのＢＭＩ鶴沼球場周辺施設の整備対策事業に
　　ついて
２．鶴沼緑地公園歩道橋の架け替え修繕工事等について
３．坂下厚生総合病院の跡地利用について

P 13

６ 赤　城　大　地

１．都市計画、土地利用計画について
２．最近、球切れした街路灯や防犯灯の交換が遅れているとの声
　　が行政区から多く聞かれるようになった。この原因は発注先
　　を限定していることにあると思われるが、対策を講じる考え
　　はないか

P 13

７ 佐　藤　宗　太
１．福祉行政について
２．教育行政について
３．建設行政について

P 14

８ 小　畑　博　司
１．コロナ禍の町民のいのちと健康をどう守るか
２．農業振興で活性化し、楽しい健康的なまちづくりを期待する
３．安心・安全なまちづくりを推進せよ

P 14

９ 目　黒　克　博 １．町防災のあり方を問う P 15

一 般一 般
  質 問  質 問 議員が町政を質す！議員が町政を質す！

一   

般   

質   

問
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が
あ
り
、

利
活
用
方
針
の

早
期
決
定
に
向

け
、
関
係
各
所

と
協
議
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
通
称
原
街
道
を
延
伸
し
て
の
、
町
中

　
　
　
喜
多
方
街
道
交
差
点
へ
の
接
続
の
見

直
し
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

65
％
ま
で
移
転
が
完
了
し
て
い
る
の

　
　
　

で
、
大
規
模
な
変
更
は
困
難
で
あ
り
、

現
計
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

こ
れ
も
質
問

　
　
集
会
所
建
築
の
際
の
立
地
条
件
は
。

　
　

用
地
確
保
で
き
れ
ば
道
路
整
備
を
考
え

る
。

　
　
ゴ
ミ
集
積
所
監
視
カ
メ
ラ
設
置
支
援
を
。

　
　

町
に
３
台
有
り
貸
与
で
き
ま
す
。

渡部正司  議員

五十嵐一夫  議員

問問

問問問問

問問 答答

答答

答答答答

広報誌「齋藤町長のスマイルトーク」

坂
下
高
校
と
会
農
高
の
統
合
へ
の
関
わ

り
は

時
間
を
か
け
議
論
す
べ
き
と
提
言

３
期
へ
立
候
補
の
意
向
は

・
・
・
（
明
確
な
意
向
示
さ
ず
）

区
画
整
理
抜
本
見
直
し
で
き
る
の
か

大
規
模
な
変
更
は
困
難

原野化し、土砂の仮置き場の県有地
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当
町
に
以
前
あ
っ
た
雪
捨
て
場
を
廃

　
　
　
止
し
た
要
因
は
何
か
、
ま
た
今
後
開

設
す
る
施
策
は
あ
る
か
。

　
　
　

以
前
は
、
県
道
喜
多
方
会
津
坂
下
線

　
　
　

八
千
代
橋
上
流
側
宮
川
の
一
部
を
雪

捨
て
場
と
し
て
開
放
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

一
般
ご
み
の
混
入
が
多
く
河
川
環
境
の
悪
化

を
招
い
た
こ
と
か
ら
、
開
放
を
中
止
し
ま
し

た
。
今
後
の
雪
捨
て
場
の
検
討
に
つ
い
て
は
、

ば
ん
げ
ひ
が
し
公
園
北
側
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
使
用
後
の
現
状
復
旧
作
業
を
実

施
す
る
た
め
利
用
者
を
登
録
制
に
す
る
検
討

も
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
登
校
時
間
に
間
に
合
う
歩
道
の
除
雪

　
　
　
は
可
能
か
。

　
　
　

通
学
路
に
お
け
る
除
雪
に
つ
き
ま
し

　
　
　

て
は
、
歩
道
の
除
雪
作
業
も
車
道
と

同
じ
積
雪
量
15
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
出
動
基

準
で
通
学
に
支
障
の
な
い
よ
う
出
動
し
、
午

前
７
時
を
目
途
に
完
了
す
る
よ
う
努
め
て
い

ま
す
が
、
状
況
に
よ
っ
て
は
間
に
合
わ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
令
和
３
年
度
以
降
の
有
害
鳥
獣
の
対

　
　
　
策
と
方
針
を
問
う
。

　
　
　

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
町
、
行
政

　
　
　

区
、
関
係
機
関
が
一
体
と
な
り
農
業

者
の
電
気
柵
設
置
に
対
す
る
新
た
な
補
助
制

度
を
創
設
す
る
な
ど
、
鳥
獣
被
害
の
未
然
防

止
や
、
拡
大
抑
制
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
75
歳
以
上
の
窓
口
２
割
負
担
導
入
に

　
　
　
よ
る
人
数
と
給
付
費
の
減
少
は
。

　
　
　

現
行
の
１
割
か
ら
２
割
に
引
き
上
げ

　
　
　

ら
れ
る
対
象
者
は
、
単
身
世
帯
の
場

合
は
年
収
2
0
0
万
円
以
上
、
複
数
世
帯
の

場
合
は
後
期
高
齢
者
の
年
収
合
計
３
２
０
万

円
以
上
の
方
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
令
和
元

年
中
の
収
入
に
よ
る
試
算
結
果
で
は
、
当
町

に
お
い
て
は
１
６
０
名
の
方
が
対
象
と
な
り
、

後
期
高
齢
者
被
保
険
者
の
２
，
９
９
９
名
の

5.3
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
２
割
引
き
上
げ

に
対
す
る
配
慮
措
置
と
し
て
、
長
期
間
受
診

す
る
方
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
負
担
増

加
額
に
お
い
て
月
３
千
円
の
上
限
を
３
年
間

講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
生
活
に
お
困
り
の
方
の
把
握
と
支
援

　
　
　
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　
　
　

様
々
な
事
情
に
よ
り
、
生
活
に
お
困

　
　
　

り
の
方
か
ら
の
ご
相
談
が
今
年
度
は

約
２
０
件
あ
り
ま
し
た
。
ご
本
人
だ
け
で
は

な
く
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員
、
介

護
事
業
所
や
医
療
機
関
な
ど
か
ら
の
相
談
も

あ
り
、
情
報
提
供
い
た
だ
き
把
握
を
し
て
お

り
ま
す
。
支
援
が
必
要
な
方
へ
の
対
応
は
、

基
本
的
に
は
生
活
課
が
相
談
窓
口
と
な
り
、

そ
の
方
に
あ
っ
た
対
応
を
関
係
機
関
と
検
討

し
、
各
支
援
制
度
を
活
用
し
、
早
急
な
支
援

に
繋
げ
、
定
期
的
な
調
整
会
議
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

 

こ
れ
も
質
問

　
　
総
合
検
診
に
聴
力
検
査
を
加
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

物江政博  議員

横山智代  議員

問

問問

問問

答

答答

答答
一   

般   

質   

問
公
共
の
雪
捨
て
場
の
開
設
を
求
め
る

開
設
に
向
け
、
検
討
し
て
い
ま
す

全
世
代
型
社
会
保
障
改
革
を
ど
う
捉
え

る
か

町
民
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す

有
害
鳥
獣
の
対
策
と
方
針
を
問
う

被
害
防
止
に
向
け
た
対
策
を
展
開

生
活
に
お
困
り
の
方
へ
の
支
援
対
応
は

各
支
援
制
度
を
活
用
し
支
援
に
繋
げ

て
お
り
ま
す
。

雪の歩道を登校する小学生

問
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長
年
懸
案
と
な
っ
て
い
る
現
在
の

　
　
　
B
M
I
鶴
沼
球
場
の
S
B
O
盤
に
つ

い
て
、
今
や
公
式
大
会
で
世
界
基
準
と
な
っ

て
い
る
B
S
O
盤
へ
の
移
行
工
事
実
現
に
向

け
て
、
町
の
予
定
計
画
を
伺
う
。

　
　
　

B
M
I
鶴
沼
球
場
の
S
B
O
盤
改
修

　
　
　

に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
改
修
内

容
等
に
つ
い
て
調
整
を
進
め
て
お
り
、
早
期

に
予
算
を
確
保
し
、
B
S
O
盤
へ
の
移
行
を

完
了
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
施
工
時
期
に
つ
い
て
は
、
高
野
連
等
、

各
種
団
体
と
の
調
整
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
長
年
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
鶴
沼

　
　
　
緑
地
公
園
歩
道
橋
に
つ
い
て
は
、
早

急
な
架
け
替
え
工
事
が
望
ま
れ
る
が
、
新
年

度
に
向
け
て
町
の
取
組
み
方
針
を
伺
う
。

　
　
　

鶴
沼
緑
地
公
園
歩
道
橋
に
つ
い
て
は
、

　
　
　

老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
危
険
防

止
の
た
め
、
現
在
は
使
用
を
禁
止
し
て
お
り

ま
す
が
、
ば
ん
げ
ひ
が
し
公
園
と
の
往
来
に

不
便
を
き
た
し
て
お
り
、
公
園
の
景
観
や
安

全
管
理
上
も
望
ま
し
く
な
い
こ
と
か
ら
、
早

期
の
修
繕
が
必
要
で
あ
る
と
強
く
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
修
繕
に
は
多
額
の
費

用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
、
様
々
な
手
法
に
よ
る

民
間
資
金
の
活
用
が
で
き
な
い
か
、
現
在
、

調
査
研
究
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

早
期
修
繕
の
実

現
に
向
け
て
引

き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま

す
。

 

こ
れ
も
質
問

　
　
坂
下
厚
生
総
合
病
院
の
跡
地
利
用
に
つ

い
て
は
、
会
津
坂
下
町
民
の
総
合
的
な
民
意

を
反
映
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
ど
の
よ

う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
最
終
的
な
決
定
に
至

る
の
か
、
町
の
方
針
並
び
に
見
解
を
伺
う
。

　
　
町
民
プ
ー
ル
及
び
駐
車
場
ト
イ
レ
に
つ

い
て
は
、
町
内
外
企
業
か
ら
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
制
度
導
入
も
充
分
可
能
か
と
考
え
る

が
、
町
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　
町
内
に
お
い
て
公
有
施
設
ま
た
は
大

　
　
　
型
の
民
間
施
設
の
跡
地
が
散
見
さ
れ

る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
都

市
計
画
ま
た
は
土
地
利
用
の
計
画
の
中
に
組

み
込
ん
で
い
く
の
か
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

　
　
　

本
町
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
は
マ
ス

　
　
　

タ
ー
プ
ラ
ン
に
よ
り
定
め
て
お
り
、

用
途
地
域
な
ど
の
地
域
地
区
や
地
区
計
画
、

都
市
計
画
道
路
や
都
市
施
設
な
ど
の
基
本
指

針
や
町
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
し
て
お
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
個
別
の
建
物
等
を
含
め
た
跡
地

の
活
用
に
つ
い
て
は
都
市
計
画
の
規
制
誘
導

に
沿
っ
た
中
で
検
討
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
町
と
し
て
も
関
係
機
関
と
協

議
、
要
望
、
提
案
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
今
後
、
予
見
さ
れ
る
坂
下
高
等
学
校

　
　
　
の
跡
地
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
利

活
用
方
法
が
考
え
ら
れ
る
か
。

　
　
　

会
津
地
方
振
興
局
管
内
に
お
い
て
、

　
　
　

共
通
す
る
課
題
を
解
決
す
る
「
会
津

地
域
課
題
解
決
連
携
推
進
会
議
」
が
設
置
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
課
題
解

決
の
取
り
組
み
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

よ
り
新
し
い
県
と
市
町
村
の
連
携
の
在
り
方

が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
統
合
後
の
当
該
跡
地
に
つ
い

て
、
そ
の
た
め
の
連
携
拠
点
施
設
と
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
、
今
後
関
係
機
関
と
協
議
し

て
ま
い
り
ま
す
。
（
そ
の
他
の
施
設
に
つ
い

て
は
表
を
参
照
）

問

答 問問答

答問答

蓮沼文明  議員

B
M
I
鶴
沼
球
場
の
B
S
O
盤
へ
の
移

行
実
現
は

早
期
に
予
算
を
確
保
し
、
B
S
O
盤
へ
の

移
行
完
了
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

赤城大地  議員

公
有
・民
間
施
設
の
跡
地
利
用
の
計
画
は

都
市
計
画
に
合
わ
せ
て
関
係
機
関
と
協

議
中
で
す

鶴
沼
緑
地
公
園
歩
道
橋
の
早
期
架
け

替
え
修
繕
は

早
期
の
修
繕
の
実
現
に
向
け
て
、
引
き

続
き
調
査
研
究
を
し
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

一   

般   

質   

問

問問

１日も早い修繕が望まれる
鶴沼緑地公園歩道橋

場　　　所 利活用方法

① 中村区旧県営住宅跡地 活用方法を県と協議中

② 旧農業試験場跡地 　　　　　〃

③ 坂下厚生総合病院※ 流入人口の増加を図る利用が考え
られる

④ 坂下高等学校 県・市町村との連携拠点施設とし
ての利用が考えられる

③は今後跡地となることが予定されている土地。また全
　てにおいて跡地利用については第一義的には管理者が
　決定すべきであると町は認識しています。
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本
町
の
コ
ロ
ナ
対
策
及
び
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
接
種
計
画
は
。

　
　
　

当
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
1
月
中
旬

　
　
　

に
生
活
課
福
祉
健
康
班
内
に
、
接
種

事
業
推
進
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
現
在
、
高

齢
者
の
方
々
へ
の
優
先
接
種
の
開
始
に
向
け
、

体
制
構
築
の
た
め
に
関
係
機
関
等
と
協
議
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
供

給
が
世
界
的
に
ひ
っ
迫
し
て
い
る
影
響
か
ら
、

当
初
予
定
よ
り
遅
く
な
る
こ
と
が
国
か
ら
示

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

接
種
計
画
に
お
き
ま
し
て
は
、
人
員
体
制

の
整
備
、
シ
ス
テ
ム
改
修
、
ク
ー
ポ
ン
券
の

印
刷
・
郵
送
、
接
種
会
場
選
定
、
超
低
温
冷

凍
庫
の
配
備
、
物
資
等
の
確
保
、
町
民
の
み

な
さ
ん
へ
の
情
報
提
供
と
相
談
体
制
確
保
な

ど
に
つ
い
て
、
準
備
工
程
を
含
め
た
計
画
を

策
定
し
て
お
り
、
町
内
医
療
機
関
に
ご
協
力

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
両
沼
管
内
町
村
間
で

連
携
し
、
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
基
礎
疾
患
に
よ
り
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

　
　
　
で
き
な
い
方
や
そ
の
家
族
等
、
医
療

機
関
、
福
祉
施
設
等
へ
の
支
援
の
考
え
方
は
。

　
　
　

基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
は
、
優
先
接

　
　
　

種
対
象
者
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
治

療
中
の
方
や
、
体
調
な
ど
不
安
の
あ
る
方
は
、

か
か
り
つ
け
医
と
ご
相
談
を
お
願
い
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。
医
療
従
事
者
の
接
種
は
、
現

在
、
県
が
進
め
て
お
り
、
福
祉
施
設
等
へ
の

職
員
の
接
種
は
、
町
内
11
施
設
に
意
向
調
査

を
し
、
体
制
を
整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 
こ
れ
も
質
問

　
　
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
修
繕
計
画
は
。

　
　
脆
弱
性
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
建
物
の
現

状
と
そ
の
耐
震
強
化
や
建
て
替
え
の
計
画
は
。 　

　
　
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
中
心
の
生
活
が
長
引

　
　
　
き
、
新
生
活
様
式
な
ど
人
と
の
つ
な

が
り
が
制
限
さ
れ
る
中
で
、
精
神
的
に
も
肉

体
的
に
も
疲
弊
し
、
健
康
被
害
が
加
速
化
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
ど
の
よ
う
に
町
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守

っ
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
　
　

令
和
２
年
度
生
活
支
援
事
業
に
お
い

　
　
　

て
は
、
「
全
町
民
に
対
す
る
生
活
支

援
」
や
、
「
商
工
業
者
等
へ
の
支
援
」
な
ど

六
つ
の
柱
を
掲
げ
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
５
月
を
め
ど

に
実
施
計
画
を
お
示
し
し
、
誰
ひ
と
り
取
り

残
す
こ
と
の
な
い
、
き
め
細
や
か
な
支
援
を

継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
町
民
の
く

ら
し
と
健
康
を
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
農
業
の
み
な
ら
ず
、
少
子
高
齢
化
は

　
　
　
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
後
継
者
の
い
な
い
農
地
を
活

用
し
て
、
「
市
民
農
園
を
開
園
す
る
」
な
ど

の
施
策
に
よ
っ
て
農
地
の
荒
廃
を
防
ぎ
、
か

つ
、
町
民
の
交
流
に
よ
っ
て
活
性
化
に
つ
な

げ
ら
れ
な
い
か
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど

も
を
持
つ
若
い
方
々
の
中
に
も
「
無
農
薬
栽

培
」
や
「
有
機
栽
培
」
に
挑
戦
し
て
み
た
い

と
言
う
ニ
ー
ズ
は
潜
在
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
が
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

当
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振

　
　
　

興
と
活
性
化
は
、
地
域
経
済
の
活
性

と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
「
高
齢

化
」
や
「
後
継
者
不
足
」
「
米
価
下
落
」
等

に
よ
り
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
市
民
農
園
の
開
園
は

農
作
業
を
通
し
た
交
流
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に

は
指
導
す
る
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
な
り
、

健
康
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

な
が
ら
農
業
活
性
化
策
の
一
つ
と
し
て
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

こ
れ
も
質
問

　
　
坂
下
産
の
コ
メ
で
防
災
食
・
備
蓄
食
を

作
ろ
う
。

　
　
獣
害
対
策
・
災
害
対
策
に
ド
ロ
ー
ン
を

活
用
せ
よ
。

佐藤宗太  議員

小畑博司  議員

問問

問問

答

答

答答

福
祉
行
政
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
対
策
は

迅
速
に
安
心
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

コ
ロ
ナ
禍
の
町
民
の
い
の
ち
と
健
康
を

ど
う
守
る
か

誰
ひ
と
り
取
り
残
す
こ
と
の
な
い
き
め
細

や
か
な
支
援
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す

農
業
振
興
で
活
性
化
し
、楽
し
く
健
康

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
期
待
す
る

地
域
経
済
の
活
性
化
と
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。

一   

般   

質   

問

問問

問問

過去の集団健診の様子
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現
在
の
情
報
伝
達
方
法
は
ど
の
よ
う

　
　
　
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

町
民
に
災
害
情
報
等
を
確
実
に
伝
達

　
　
　

す
る
為
、
一
つ
の
手
段
に
頼
ら
ず
複

数
の
手
段
を
組
合
せ
強
靭
化
す
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
で
は
防
災
行
政
無

線
、
各
携
帯
会
社
に
よ
る
緊
急
速
報
メ
ー
ル
、

Ｌ
ア
ラ
ー
ト
で
の
テ
レ
ビ
テ
ロ
ッ
プ
放
送
、

ヤ
フ
ー
ジ
ャ
パ
ン
と
の
協
定
に
よ
る
防
災
速

報
な
ど
の
複
数
の
防
災
伝
達
手
段
で
、
災
害

時
の
対
応
に
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
只
見
川

河
川
沿
い
の
集
落
に
は
各
戸
に
受
令
機
の
設

置
と
放
送
を
聞
き
漏
ら
し
た
方
に
は
、
電
話

回
線
を
使
用
し
て
通
報
の
再
確
認
が
可
能
な

シ
ス
テ
ム
を
追
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
会
津
坂
下
町
防
災
マ
ッ
プ
の
更
新
に

　
　
　
つ
い
て
。

　
　
　

町
防
災
マ
ッ
プ
は
平
成
28
年
２
月
に

　
　
　

作
成
し
全
戸
配
布
が
な
さ
れ
５
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
近
年
の
自
然
災
害
は
激
甚

化
・
頻
発
化
し
て
い
る
こ
と
や
、
水
防
法
改

正
に
よ
っ
て
想
定
し
う
る
最
大
の
降
雨
に
対

し
た
浸
水
想
定
区
域
見
直
し
、
土
砂
災
害
危

険
区
域
・
火
山
災
害
警
戒
区
域
追
加
な
ど
、

令
和
４
年
度
の
改
訂
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
防
災
訓
練
時
の
自
治
会
等
と
の
連
携

　
　
　
に
つ
い
て
。

　
　
　

当
町
の
防
災
訓
練
は
「
会
津
坂
下
町

　
　
　

地
域
防
災
計
画
書
」
を
基
本
に
、
対

象
地
域
に
起
こ
り
う
る
災
害
を
想
定
し
、
関

係
団
体
・
地
区
住
民
の
方
に
参
加
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
各
行
政
区
の
訓
練
に
つ
い
て
は

「
町
避
難
行
動
計
画
」
の
内
容
を
区
長
・
自

治
会
長
に
事
前
説
明
し
訓
練
当
日
は
、
住
民

安
否
確
認
・
一
時
避
難
所
の
誘
導
、
訓
練
本

部
へ
の
報
告
を
実
施
し
ま
す
。
災
害
が
発
生

し
た
際
に
は
「
会
津
坂
下
町
避
難
行
動
計
画

書
」
及
び
「
会
津
坂
下
町
非
常
通
信
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
き
、
町
民
の
生
命
・
財

産
を
守
る
た
め
迅
速
か
つ
的
確
な
情
報
収
集

・
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

目黒克博  議員

問

問

問 答

答

答

町
防
災
の
あ
り
方
に
つ
い
て
問
う

迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す

一   

般   

質   

問

◆請願・陳情
　請願と陳情は、要望等を議会に訴える手段という点では同じですが、請願は憲法
　で保障された国民の基本的権利であり、その方式や処理の手続きなどが定められ
　ています。また、請願書を提出する場合、紹介議員が必要です。陳情は紹介議員
　の必要はありません。
◆閉会中継続審査
　会期中に議案などの審査を終了することが困難な場合に、議会の議決によって、
　会期が終了した閉会後も引き続いて委員会で審査を行うことです。
◆特別委員会
　常に設置されている常任委員会に対し、必要のある場合や特定のことを審査する
　ために設置される委員会のことをいいます。当町議会では、予算特別委員会、決
　算特別委員会、広報広聴特別委員会、議会改革特別委員会、行財政改革検討特別
　委員会があります。

令和３年２月19日、関西学院大学大学院経済
学研究科人間福祉学部の小西砂千夫教授によ
る「国の第３次補正予算に伴うコロナ対策及
び 令 和 ３ 年 度 の 地 方 交 付 税 」 に つ い て 、
ZOOMを使用したオンライン研修を行いまし
た。

オンラインによる議員研修開催オンラインによる議員研修開催

教えて！議会のことば　Part４
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三
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六
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私
は
「
デ
ル
フ
ィ
ニ
ュ
ー
ム
」
と
い
う
花

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
こ
の
花
は
主
に
結
婚

式
、
卒
業
式
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
業
務
用
と

し
て
使
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
昨
年
の
新

型
コ
ロ
ナ
で
の
緊
急
事
態
宣
言
下
で
価
格
の

暴
落
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
町
担
当
者
の

計
ら
い
で
、
補
助
金
の
申
請
に
お
世
話
に
な

り
大
変
助
か
り
ま
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
早
期
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
収
束
し
移
動
制
限
が
な
く
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
会
津
坂
下
町
で
は
ト
ル
コ
キ

キ
ョ
ウ
、
ス
ト
ッ
ク
、
ひ
ま
わ
り
な
ど
の
栽

培
者
が
高
齢
化
等
で
年
々
減
少
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
町
や
関

係
機
関
と
連
携
協
力

し
栽
培
面
積
の
拡
大

で
出
荷
量
を
増
や
し
、

多
く
の
花
市
場
に
出

荷
を
し
て
ブ
ラ
ン
ド

化
に
つ
な
げ
、
そ
し

て
会
津
坂
下
町
も
花

の
一
大
産
地
と
な
る

事
を
夢
見
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
す
ぐ
隣
の
会
津
若
松
市
か
ら
縁
あ

っ
て
会
津
坂
下
町
に
嫁
い
で
き
ま
し
た
。
会

津
坂
下
町
の
住
民
と
な
っ
て
40
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
国
道
が
拡
幅
さ
れ
、
宮
古
橋
が
新
し

く
架
け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
前
の
橋
は
幅
も

今
よ
り
狭
く
、
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
な
ど
と
す

れ
違
う
の
が
恐
か
っ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

基
盤
整
備
に
よ
り
農
道
も
整
備
さ
れ
、
堤
防

が
補
強
さ
れ
、
川
の
流
れ
も
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。

　

当
時
、
我
が
家
の
茶
の
間
に
は
近
所
の
方

々
が
茶
飲
み
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

今
で
は
す
っ
か
り
寂
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
こ
ろ
、
い
つ
も

賑
や
か
な
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
が
、
今

は
、
子
ど
も
の
声
が
聞
こ
え
る
こ
と
は
珍
し

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

退
職
し
て
改
め
て
自
分
の
住
ん
で
い
る
地

域
を
ゆ
っ
く
り
眺
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
い
ろ
い
ろ
変
化
し
て
き
た
所
も
あ
り

ま
す
が
、
地
域
の
よ
さ
や
、
人
の
よ
さ
を
感

じ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
こ
こ
で
生
活
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

                                                                                                                                                                

                                                                                                                                                                

みんなのひろばみんなのひろばみんなのひろば

　

早
々
と
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
も
葉

桜
と
な
り
ま
し
た
が
、
コ
シ
ア

ブ
ラ
な
ど
の
山
菜
が
春
を
魅
力

的
に
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
は

コ
ロ
ナ
の
発
生
に
よ
っ
て
潜
ん

で
い
た
日
本
社
会
の
弱
さ
が
浮

き
彫
り
に
な
り
、
薄
氷
を
踏
む

よ
う
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
た
方
々
の
「
い
の
ち
と
く

ら
し
」
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。
持
続
可
能
な
社
会
を

実
現
す
る
た
め
の
支
え
合
い
を

実
践
す
る
と
と
も
に
、
今
こ
そ
、

全
議
員
の
総
力
を
結
集
し
て
、

社
会
の
歪
み
を
た
だ
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
強
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
（
委
員　

小
畑
博
司
）

令和３年第２回定例会は、６月24日（木）から７月２日（金）までの会期（予定）です。
一般質問は６月28日（月）、29日（火）午前10時開会予定です。
傍聴にぜひお越しください。傍聴の際はマスクの着用をお願いいたします。

次回定例会のご案内

広
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※ 本誌掲載記事写真等の無断転載を禁じます。

稲垣宗平さん
（束原）

渡部孝子さん
（村田）

花で
　 まちおこし

あれから
　　40 年‼
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